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スマート 

フォン用 

※ 同じ内容で 2回開催 

おとな向けのおはなし会を開催します。 

詩の朗読や、絵本の読み聞かせなどを予定しています。 

お気軽にお越しください！ 

㊍ ㊌

『ビザンツ帝国の最期』 ジョナサン・ハリス/著 白水社

『日本にレイシズムがあることを知っていますか?』 原 由利子/著 合同出版

『40代からシニアまで睡眠の悩み』 三島 和夫/監修 NHK出版

『代表作でわかる世界の建築史入門』
田所 辰之助/監修

川嶋 勝/監修
世界文化社

『おうち台湾菜』 沼口 ゆき/著 主婦の友社

『nanahoshiの旅するおりがみEurope』 たかはし なな/著 主婦の友社

『日本語雑談マスター〈黄〉』
西郷 英樹/著

清水 崇文/著
凡人社

『感覚過敏の僕が感じる世界』 加藤 路瑛/著 日本実業出版社

『マザリング・サンデー』 グレアム・スウィフト/著 新潮社



 

 

 

 

 

 

 

 とにもかくにも、アザラシ愛にあふれた一冊です。著者は、日本で

唯一のアザラシ専門の保護施設「オホーツクとっかりセンター」で、アザ

ラシの救助・保護活動をしている飼育員の方です。この本では、日本

のアザラシ保護の現状や課題を、現場の声で知ることができます。 

アザラシは非常に知能の高い生き物です。自分の名前を覚えるだ

けでなく、似た名前も聞き分ける高い聴力を持ち、ニックネームで呼ん

でも自分のことだと理解するそうです。一緒に暮らすほかのアザラシの

名前も覚え、「女の子」など、自分の所属するグループ名も理解でき

るとのことです。 

この本で語られるのは、アザラシの愛らしさだけではありません。救

助の過程はもちろん、保護したアザラシを野生に返すか、飼育を継

続するかの判断や、具体的な訓練方法についても知ることができま

す。また、アザラシによる漁業被害の現状から、アザラシを保護するこ

とは本当に良いことなのかという問題についても考えさせられます。ア

ザラシが好きな方にはもちろん、将来、水族館で働きたいという方の

参考にもなる、おすすめの一冊です。（M） 

『寝ても覚めてもアザラシ救助隊』 

岡崎 雅子/著 

▷ 

2022 年

の本屋大

賞はこち

ら！ 

▷ 

 


